
ストラパック株式会社
会社概要

ストラパック横浜工場

従業員数：約250名

敷地面積：14,601.53 ㎡

梱包機をはじめとする、包装機械の開発・設計か
ら生産・販売までを行う会社です。
荷造包装・物流部門で生産性向上とコストダウン
に役立ち、そこで働く人々の仕事を楽にします。

●＝本社・支店・営業所



要件 工場内実施事項

1 分別排出の徹底 ごみ分別ボックスの設置
規定・手順書による管理

2 従業員への環境教育の
実施

分別に関する看板設置・メールによる社内周知
本部内HPによる共有・環境パフォーマンスの掲載

3 再資源化の推進 古紙・金属くず・木製パレットなどの再資源化

4 紙ごみの減量化の推進 再生紙使用製品・裏紙の使用
コピー用紙の使用量の把握
ペーパーレス化の推進

5 資源回収の推進 使用済みトナー・カートリッジなどの回収引取
緩衝材の再利用

ストラパック株式会社 横浜工場
（神奈川区：1回目）

2021.7 管理部 管理課



要件 工場内実施事項

6 発生抑制の推進 消耗品管理の一括化
食数の事前連絡による社員食堂の食品残渣減少
横浜市食べきり協力店への登録

7 プラスチック対策の推進 環境にやさしい機械の販売

8 簡易包装の推進 紙製緩衝材への切り替え

9 使い捨て容器・使い捨て製
品の使用削減

マイカップの使用推進
繰り返し利用可能品の使用

10 消費者に対するＰＲの
推進

環境配慮型設計製品の上市
展示会への出展

11 社会貢献活動等 敷地内・隣接市道の雑草取り、剪定の実施
エコキャップ運動



・敷地内で発生する廃棄物の処分及び管理
に関する規定や手順書を作成し運用。

1.分別排出の徹底

ごみ分別ボックスの設置 廃棄物の管理に関する規定等の作成

・各所に分別ボックスを設置。

・蓋や側面にそれぞれ廃棄可能な
ごみを表記。

各ごみの分別方法や廃棄場所に
ついて明記。



2.従業員への環境教育の実施

・捨て間違いが起きやすいごみの
正しい廃棄方法を各所へ掲示。

・分別方法に関する事業所内への
周知メールの配信。

ごみの分別方法の掲示 本部内HPによる情報共有

・本部内で共有されているHP上で、
廃棄物の各種手順や環境活動方針・環境
パフォーマンスなどを閲覧可能に。

SDGｓ宣言

・2021年3月より、持続可能な開発目標（Ｓ
ＤＧｓ）への取り組みを開始。社内でSDGｓ推
進委員会を設立。

・フードロスや環境対策への取組を社内へ共
有およびHPに掲載。

ストラパックSDGｓ
宣言の一部



３.再資源化の推進

段ボール・古紙類

木製パレット

廃プラスチック他

金属類

使用済み電池

汚泥 堆肥

製紙

路盤材・改良土など

鉄鋼製品など

木材チップなど

繊維製品など

各処理業者へ

※一部有価物



4.紙ごみの減量化の推進

コピー用紙の使用量削減

再生紙使用

・印刷ミスや使用済みの紙の裏紙使用。

・再生紙使用のコピー
用紙、トイレットペー
パーを使用。

・報告書や図面などのペーパーレス化。

（電子印の活用）

使用量把握

・持ち出しの際に氏名や持ち出し数の
記載を徹底。

・1/4期ごとに社内HP上で公開。使
用量に常態でない変動が起きた場合
は、ISO事務局より当該部署へ原因
分析および対策報告を依頼。

FSC認証紙の使用

FSC（森林管理協議
会）にて認められて
いる、適格な原材料
が使用された紙を
使用。



・使用済みトナーやカートリッジなど
の回収への協力。

・回収ボックスの設置や担当部署で
の回収を行い、在庫を持ちすぎてい
ないか、本当に必要かを管理。

使用済みトナー・カートリッジ
などの回収

緩衝材、梱包材の再利用

・部品や消耗品の仕入・購入時に使わ
れていた緩衝材や段ボールを、各事
業所へ発送する際に再利用。

５.資源回収の推進



食品残渣の減量化

・食堂へ利用人数増減の連絡や食数の把
握による契約量見直しにより、食品残渣
削減。

・米飯量の選択を可能に。

・横浜市食べきり協力店への登録。
（2021年7月12日付）

消耗品・備品の管理

・本部内で消耗品を購入・管理できる
部署を一括化し、置き場を定めている。

・必要な時に必要な数を渡すことで、
過剰在庫による廃棄の増加を防ぐ。

・不要備品で問題なく使えるものは、
案内を流してリユースを行う。

６.発生抑制の推進

横浜市食べきり協力店HP



環境にやさしい機械の販売

・プラスチックを排出しない、帯掛機や紙バンド対応梱包機などを販売。

帯掛機

小箱、紙束などの梱包向け。

クラフトテープが使用可能。
→プラスチック使用量の削
減へ。

半自動梱包機

梱包物にバンド掛けを行い、
梱包する。

紙製バンドにも対応。
→プラスチック使用量の削減。

7.プラスチック対策の推進



紙製緩衝材の使用推進

・2021年度より、気泡緩衝材から
紙製の緩衝材へ移行。

・開梱先でのリサイクル排出が容易
なバージンパルプ製。緩衝力が大き
いため、少ない量での梱包が可能に。
従来よりも梱包が簡易化。

紙緩衝材製造機

８.簡易包装の推進



9.使い捨て容器・使い捨て製品の
使用削減

給茶機の設置 繰り返し利用可能品の使用

・工場内に複数設置。

・使い捨ての紙コップを置かず、
各自マイカップを使用。

・食堂の食器は、繰り返し使えるものを使用。

・洗剤、消毒液、ボールペンなどの詰め替え
可能商品は、積極的に詰め替え用を購入。

・使用量の多い単3・単4電池を充電池へ移
行し、廃電池の削減。

↑充電池用充電器



環境配慮型設計製品の上市 展示会への出展

・従来の製品よりも、軽量化・省エネル
ギー化が実現した製品には、社内独自の
マークをカタログなどに記載。

１0. 消費者に対するPRの推進

・FOOMA、TOKYO/ＪＡＰＡＮPACK、
国際総合物流展などの展示会へ出展。

・紙バンド対応機の推進や、プラスチックを
排出しない製封函機などのPRを積極的に
行っている。

←↑紙バンド



雑草取り・剪定の実施（年1～2回） エコキャップ運動
・敷地内にキャップ専用の回収ボックスを
設置。

2020年の回収個数…10，131個

１１. 社会貢献活動等

・社員による敷地内・隣接市道の雑草取りの実施

・敷地内の木々の剪定。
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